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 また,ジメチル(ジチオカルボキシメチル)シラン類路の熱反応についても検討し,ジチアシ
 ロラン環を有する化合物の生成や,その2次的な分解によって生じるシラチオン中間体の捕捉な
 ど興味ある結果を得たのでそれについても記した。
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 論文審査の結果の要旨
 吉田等明提出の論文は英文で,全部で4章からなっている。第望章ではベンジルシランの光反
 応の歴史的発展を先ず述べているが,ベンジルシランが,σπ共役によって,紫外部に大きな吸
 収を有するにも関わらず,特殊な構造を持っているもの以外は光反応を起こさないことを指摘し
 ている。そして,それを,実際には母体のベンジルシランも光反応を行って,ラジカル対に解離
 するのであるが,早い過程で元に炭るため,反応として観察されないのであろうという仮説をた
 てた。
 吉田はこの仮説を立証するため分子内にスピントラップを有するベンジルシランを設計しその
 光反応を計画した。先ず分子内にアシロキシメチル基を有するベンジルシランの反応を検討した。
 その結果,ベンジル基とケイ素の結合が光照射によって切断しシリルラジカルが生成すること,
 アシロキシ基のカルボニル結合がシリル基と反応して中間にジオキサシロラニルラジカルを生成
 し更に近傍にあるベンジルラジカルによって捕促されることなどの,新しい事実がわかった。こ
 の結果は極めて興味深く,有機ケイ素光化学に新しい分野を開いたものと言える。
 第2章では分子内スピントラップを有するベンジルシランの光反応を,更にク口口メチル基を
 有するものに拡張し,その結果,塩素の1.2一シフトを含む新規反応を見いだした。
 第3章では立体的に極めて嵩高く興味ある構造を有するトリシルベンゼン類を合成し,その光
 反応を詳細に検討している。ここでも,ベンジル基とケイ素のラジカル的切断が起こり・生じた
 ラジカルが反応のコースを決めることを立証した。
 第4章では上記の光反応の過程で生成する各種のラジカルについて,ESRスペクトルを駆使
 して構造や反感を詳細に研究した。ここでの結論はベンジルシラン類の光反応の機構を明らかに
 する上で重要である。
 以上吉田等閑の研究は有機ケイ素化合物の光反応の研究分野のみならず広く有機光化学に重要
 な寄与をしたと言うことができる。これは本人が自立して研究活動を行うに必要な,高度の研究
 能力と学識を有することを示している。よって吉額等明の論文は,理学博士の学位論文として合
 格と認める。
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